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達成項目 京都の文化を支える生物資源を継続的に利用する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

達成項目
自然が持つ多様な機能を活用して、都市のレジリエンスの
向上を図る

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

達成項目 生物多様性を活用した持続可能な観光を促進する ○ ○

達成項目
多様な動植物が見られる重要な生息・生育地の環境を改善
する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

達成項目 里地里山の生物多様性の劣化を食い止め、回復を図る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

達成項目 種の絶滅を食い止める ○ ○ ○ ○ ○

達成項目
生態系や人の健康、農林業に被害を及ぼす外来生物の拡
大を防止するとともに、新たな定着を阻止する

○ ○ ○ ○

達成項目 海洋汚染につながる河川のプラスチックごみを削減する ○ ○

達成項目 地球温暖化を緩和する ○ ○

達成項目 生物多様性に配慮した消費行動が広がっている ○ ○

達成項目 一人ひとりが自然を身近に感じ、暮らしている ○ ○

達成項目 一人ひとりが生物多様性とのつながりを認識している ○ ○ ○ ○

達成項目 一人ひとりが生物多様性のために行動している ○ ○

達成項目 生物多様性に配慮した経済活動を促進する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

達成項目 生物多様性保全のための活動を支援する ○ ○

達成項目 生物多様性に関する情報の集約・発信力を強化する ○ ○

達成項目 生物多様性の現状を把握するための知見を集積する ○ ○
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京都市生物多様性プラン（2021-2030）と生物多様性国家戦略（2023-2030）との対応表
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基本戦略1
(生態系の健全性)

基本戦略2
(自然を活用した解決策)
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京都市生物多様性プラン(2021-2030)

生物多様性国家戦略(2023-2030)


